
 

 

 

 

 

 

「ほととぎす 鳴くや五月（さつき）の あやめ草 あやめも知らぬ 恋もするかな」 

この短歌は、平安時代中期の『古今和歌集』の「よみ人しらず」の歌です。現代語訳として

は、「ほととぎすが鳴く、この五月に咲くあやめ草の名のように、あやめ（物事の道筋や区別）

を見失うぐらいの恋をしていることだ。」と物事も分からなくなるほど無我夢中の恋をしてい

る、という心情を歌ったものです。端午の節句には、香りがよく薬効成分もある菖蒲（しょう

ぶ）の葉を束ねて、邪気を払うと言われる菖蒲湯が古くから親しまれてきました。遠い古（い

にしえ）の人々の感性に少しでも近づきたいですね。ところで、菖蒲とアヤメ、カキツバタの

区別はつきますか？ 

命を守る避難訓練 

４月 13日に「地震発生、その後職員室より火災発生」と 

いう想定の下、避難訓練を行いました。全生徒、先生からの 

指示を守り、整然と避難行動ができていました。消防署の方 

からの避難に対する注意事項や、ちょうど 10年前に発生し 

た熊本地震の体験談などを聞いた後、各クラス代表者による 

消火器を使った消火訓練を行いました。また、職員も屋内消 

火栓の取り扱い訓練を同時に行いました。 

授業参観・PTA総会・学年保護者会 

４月 17日に授業参観・PTA総会を実施しました。平日にもかかわらず多くの保護者の方々

に参観・参加していただきありがとうございました。授業参観は温かいまなざしで子どもたち

を見守っていただきました。総会は、堤議長のスムーズな進行で、議案は予定通りに審議され

ました。また、総会後の学年保護者会もじっくりと協議できました。秋山旧会長をはじめ、旧

役員の方々お疲れ様でした。野崎新会長、新役員の方々にはこれからお世話をおかけします。

秋山旧会長と野崎新会長のあいさつを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八女黒木大藤まつり清掃ボランティア活動 

今年も４月の中旬から約 2週間、見事に藤が花を咲かせ、 

大藤まつり期間中は多くの人で賑わいました。４月 19日 

には、本校の卒業生で俳優の黒木瞳さんもみえられ、ひと 

み食堂のおにぎりが大盛況でした。その中、11、12、18、 

19日の４日間、延べ 25名の生徒がボランティアとして 

ゴミ拾いを行いました。自主的に参加し、地域に貢献する 

姿は、周りの人たちを温かい気持ちにさせました。 

ボランティア活動ありがとうございました。 

 

☆  保護者の皆さまへ ☆ 

４月 27日に部活動発足会が行われ、新 1年生がそろい、夏の大会に向けてスタートしました。また、

５月 16日に予定している体育会に向けて、生徒たちは限られた時間の中で、一生懸命に練習を頑張っ

ています。５月は朝と昼との気温差や気候の変化が激しい月です。お子様の体調には十分な配慮をお願

いします。体育会当日は、子どもたちの精一杯のパフォーマンスへ、保護者の皆さまからの温かい声援

をよろしくお願いいたします。 

   八女市立黒木中学校   

八女市黒木町北木屋60 

☎ 0943-42-0109 

編集責任者 宮﨑 光寿 

黒木中だより 第２号     

令和８年５月14日           

 

 

藤
ふ じ

乃杜
も り

 

＜秋山旧会長より＞ 

１年間を振り返って 

まず初めに、保護者の皆様には本校の教育活動および PTA活動に対し、温かいご理解

とご協力をいただきましたこと、心より感謝申し上げます。 

令和６年度から２年間 PTA活動に携わらさせていただきました。私一人では到底でき

ないことを、PTAの役員の方々に支えられたからこそここまで務めることができました。 

いくつかの行事に参加して、黒木中の生徒たちは笑顔が多く、挨拶も多いと感じまし

た。それは、家庭内の環境のよさはもちろんのこと、先生たちと子どもたちのつながり

が大事にされているからだと思います。PTA活動に携わる前と後では、私自身の中身の成

長をすごく感じられます。貴重な経験をさせていただきました。最後にもう一度申し上

げますが、感謝しかありません。２年間本当にお世話になりました。 

               令和７年度 黒木中学校 PTA会長  秋山 純治 

＜野崎新会長より＞ 

新会長あいさつ 

 本年度、PTA会長を務めさせていただきます、野崎と申します。まずは、保護者の皆様、

地域の皆様には本校の教育活動および PTA活動に対し、温かいご理解とご協力をいただい

ておりますこと、心より感謝申し上げます。 

 近年の少子化の波と共に、本校も年々生徒数が減少している中、PTA活動も縮小傾向と

ならざる得ないという状況ではありますが、「子どもたちのために」という思いを大切に

しながら、無理なく、そして楽しく活動を進めてまいりたいと考えています。 

 保護者と教職員のつながりを大事にしながら、よりよい学校づくりを目指してまいりま

すので、今後ともご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

令和 8年度 黒木中学校 PTA会長  野崎 啓二 


